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学問論 
 

０．本勉強会について 
「こういうことを勉強しようというはっきりとした目標があったわけではない。ただ

自分の中に不安な穴があって、なにかでそれを埋めようとしてやみくもに本を読んで

いたような気がする」    竹田青嗣 『自分を知るための哲学入門』 あとがき 
 
1．はじめに 
・ 何のためにあるのか、何を意図して発信されているのか分からない「空虚な学問」 
・ 本勉強会の内容 ＝ 空虚な学問が現れる原因についての考察 
 

第一章 ： なぜ空虚な学問が現れるのか 
 
０．知識人たちの考えを参考に 
(ⅰ) 大きな物語の凋落 ： 東浩紀 

・ 「真の神への道」「真の幸福への道」などの物語が説得力を失う 
・ 学問への意味や意義は自分で解釈（設定）しなければならなくなってしまう 

 
(ⅱ) 「世間」という存在 ： 阿部勤也 
  ・ 研究者や学者が扱う内容は学会という「世間」に対してなされる 
  ・ ある「世間」とそれ以外との認識のズレ 
 
(ⅲ) 「退屈な学問」 ： 村上陽一郎 
    ・ すでに知っていることを確認するための学問 
 

第二章 ： なぜ空虚な学問が現れるのか（私見） 

 
0．楽しさから始まる学問 
 (a) 学問の「楽しさ」とは 
  ・ 退屈な学問から喜ばしき学問へ（自己解体） 
 ・ 世界を知ることそのものの楽しさ 
(b) 楽しさが生み出す空虚さ 

 ・ 個人的な楽しさが共有できない場合 
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１．生きにくさから始まる学問 
 (a)’ 「生きにくさ」とは 
 ・ 何か（明確 / 不明確）に対する不安、嫌悪、苦痛、苛立ち、違和感 
 ・ 生きにくさを知るため（了解）、解決するための学問 
 
(b)’ 生きにくさが生み出す空虚さ 
 ・ 個人的な生きにくさが共有できない場合 

 

第三章 ： なぜ空虚な学問が現れるのか（総括） 

 
０．学問観の非共有 
・ 大きな物語（善い社会など）を求める学問と私的（楽しさ追求など）学問 
・ ２つの学問観の分化、私的学問観同士の分化 
 
 
１．結びにかえて 
・ 学問の私的な前提を共有するということ 
・ 自己批判 
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